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激されると一側子への刺激が知覚されなくなる現象，すなわち Bender (1952) により角直覚性消去現象と
名付けられた乙の現象は，本来要素的刺激を用いて報告されてきたものである。しかし近年では Schwaí
tz らが複雑刺激を用いたQuality Extinction Test を考案し，乙の検査においてみられる類似の現
象も触覚性消去現象と呼び，要素的刺激による触覚性消去現象と同じ名のもとに扱っている o 一方Tana­










網，はけ，紙やすりの 5 品目を用い，一側刺激用として乙れらの素材(大きさ 4x 2 x2cm) を 1 つずつ板
















複雑刺激においていわゆる触覚性消去現象を呈した 8 例のうち) 3 例は要素的触覚刺激においても消去










いわゆる触覚性消去現象を呈した 8 例の病変部位についてCT像から検討した結果 A群における共通
病変は消去現象のみられた子と反対側の下頭頂小葉であった。他方B群全てに共通な病変は認めず，前頭
菊丙変 2 例，側頭一頭頂葉病変 1 例，基底核を含む多発病変 1 例，後頭葉病変 1 例と病変部位にばらつき
がみられた。
〔総括〕
複雑刺激におけるいわゆる触覚性消去現象は，少なくとも 2 つの異なる機序により生じる乙とを明らか
にした。 1 つは両手へ与えられる素材刺激聞の知覚過程での競合であり，他方は両手への素材刺激間での
認知過程での競合である。また，特に前者の発現には消去現象を呈した側と反対側の下頭頂小葉の病変が
重要であることが示唆された。
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論文の審査結果の要旨
触覚性消去現象は，本来要素的刺激を用いて報告されてきたものであるが，近年では種々の素材を用い
た複雑刺激に対する消去現象も乙れと同等に扱われる傾向にある。本論文はこの複雑刺激に対する消去現
象が?両手に与えられる素材刺激聞の知覚過程で、の競合，およびより高次の認知過程での競合という，少
なくとも 2 つの異なる発現機制lとより生じる乙とを臨床例について明らかにし，脳病変の部位との関係を
論じたもので、あり，極めて価値ある研究である。今後，角直覚性消去現象を論じる際には本研究結果を念頭
におくべきであろう。
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